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議会だより議会だより議会だより

毎月11日は 『人権を確かめあう日』 です。
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　町と包括連携協定を結んでいるバレーボールチーム
「奈良ドリーマーズ」の試合を、ごく間近で観戦できる
町民デーが開催されました。白熱する試合に、子ども
から大人まで大盛り上がりでした！

主な内容

◆ 惣持寺地区調整池視察
◆ 主な議案の内容
◆ 一般質問
◆ 常任委員会の主な報告
◆ 審議結果



　浸水被害にたびたび見舞われてきた
惣持寺地区に調整池を整備する工事が
佳境を迎え、完成した内部を視察しまし
た。
　稼働前の内部を見られる貴重な機会
として実施予定されていた小学生対象
の見学会に先行して、クイズ形式を交え
た説明を受けました。（左画像）
　台風・大雨による内水氾濫に対応す
るために整備された経緯や、この工事
にまつわるさまざまな事柄を学ぶこと
ができました。

▲令和５年２月２８日時点

▲令和５年７月３１日時点

▲令和６年７月２９日時点

▲概要説明を聞き、３択問題に挑戦中！

その内
部

惣持寺地区調整池を視察
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令和６年第３回（９月）定例会 ４日～１３日（１０日間）

〈令和５年度〉 認定

令和５年度の主な事業の成果
令和７年春に「奈良おもちゃ美術館」がFSS35キャンパス内に
誕生します！

ごみ中継施設などを整備

「今よりもっと楽しい、もっと行きたくなる放課後児童クラブ」
を目指し放課後児童クラブが民間委託されます

　木育推進型インクルーシブ拠
点施設整備事業として、木育
をテーマにした交流体験型
ミュージアムや児童書を中心と
したライブラリーカフェなどを
配置した「おもちゃ美術館」を
令和５年度～令和６年度にかけ
て整備します。お楽しみに。

　令和７年度に新たに広域ごみ処理施
設が稼働することに伴い、本町の中継
施設を整備し、必要な車両などを購入
しました。令和５年度～令和６年度に
わたり整備します。

寄附型自動販売機
を設置　　　　　

　役場本庁舎駐輪場横に設置。
売上の一部を社会福祉協議会
へ寄附し、子ども食堂経費に
活用しています。

歳入歳出決算

令和６年度三郷町一般会計補正予算（第３号）議案第47号

　放課後児童クラブでは、指導員の人材確保や児童の保育環境の整備などの課題が多く、現
在の放課後児童クラブにはより専門的な業務が求められています。そこで、令和７年度より民
間業者のノウハウを活かした業務委託契約を行います。
　子どもたちが、民間のカリキュラムやＩＣＴ技術を活用した遊びなど、より充実した日々の活
動を送ると共に、指導員の研修体制の充実と保育技術・保護者対応スキルなどの向上、また人
員不足による負担の解消はもとより、保護者の負担軽減を図ることも期待されます。
　また、町長が公約で掲げている「長期休暇中の昼食の提供」についても実現します。（昼食
は希望制で、代金は実費負担となります）　　　　　　　　  ※関連記事10ページもご覧ください

三郷議会だより
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★髙田　好子
難聴対策とヒアリングフレイル
予防について
不登校児童生徒等の支援について
官製談合等の不祥事を断ち切る
対策について

★澤　美穂
「全世代型防災教育」を目指し、
町独自の防災士養成講座の実施を
見守りボランティアと「こども
１１０番の家」の数の把握とベストの
新調を
奈良おもちゃ美術館の開館に向け、
冷食食堂と自動運転バスの導入を

★奥山　一臣
災害に強い町づくりのための防災
訓練実施と安心して避難出来る
環境づくりについて

★吉村　今日子
エアコン設置などに助成を
業務委託の際の個人情報の取り扱い・
保護について
　 　 　 　 　 　 　

★神崎　静代
災害時のトイレ設置について
災害関連死の認定を行う審査会の
設置を
補聴器購入制度の補助基準の見直しを

★木口屋　修三
道路環境整備について

★南　真紀
誰もが食べる楽しみをあきらめず
生きる為の調理実習の実現を
水道水の安全性について

★南田　善紀 
日本語学校生徒の定住促進について
友好都市、埼玉県三郷市と長野県
安曇野市との交流及び住民の
旅行支援について

★辰己　圭一
歩きたばこ及び路上喫煙の防止に係る
条例等の制定について

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたってその方針や考えを聞き、疑問点を問い、
町民の要望に応え、新たな政策を提案するものです。
　なお、掲載された質問及び回答は、各議員が執筆し概要をまとめたものです。詳細は会議録に
記録されておりますので、ご覧になりたい方は、議会事務局までお問い合わせください。

一 般 質 問一 般 質 問
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各
議
員
の
質
問
を
動
画
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。氏
名
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不登校児童生徒等の支援に
ついて

　子どもたちが悩みを相談できる窓口の設置はされているか。
GIGAスクール構想による１人１台配布されている端末で相談窓口
を開設できないか。校外フリースクール設置の進捗状況は。

子
ど
も
た
ち
の
小
さ
な
心
の
変

化
に
早
期
に
気
づ
く
た
め
、昨

年
度
よ
り
自
殺
防
止
対
策
と
し
て
全
教

職
員
に
行
っ
て
い
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

研
修
に
加
え
、本
年
度
は
中
学
生
を
対

象
に
、自
分
で
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う「
S
O
S
の
出
し
方
」に
つ

い
て
の
講
義
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、子
ど
も
た
ち
が
相
談
で
き
る

窓
口
と
し
て
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る

相
談
支
援
及
び
専
門
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
相
談
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、相

談
内
容
に
は
、不
登
校
問
題
や
友
人
関

係
な
ど
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、１
人
１
台

配
布
し
て
い
る
端
末
を
活
用
し
た
相
談

窓
口
の
開
設
に
つ
い
て
も
、町
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。な
お
、校
外
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て
は
、ま

ず
は
、来
所
し
や
す
い
信
貴
山
下
駅
前

の「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
活
用
し
、

平
日
に
相
談
で
き
な
い
保
護
者
が
土
曜

日
に
も
相
談
で
き
る
窓
口
を
開
設
す
る

と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
が
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、

実
情
と
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
今
後
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
あ
り
方
を
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。

Q

A

髙田　好子

見守りボランティアと「こども110番の家」
の数の把握とベストの新調を

　皆が着用したくなるようなベストの新調、自然減するボラン
ティア数と犯罪の抑止力となる「こども１１０番の家」の数の把握
と活動参加促進を。

子
ど
も
達
が
安
心
安
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
、
登
下
校
時
の
見
守

り
や
下
校
時
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、「
こ
ど
も
１
１
０
番

の
家
」な
ど
の
従
来
の
取
り
組
み
に
加

え
、
令
和
５
年
度
に
は
ビ
ー
コ
ン
を
活

用
し
た
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
、
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

ご
本
人
よ
り
辞
退
の
申
し
出
が
な
い
限

り
登
録
者
と
し
て
扱
い
、
実
際
に
活
動

し
て
頂
い
て
い
る
方
の
把
握
が
難
し
い
状

況
で
す
が
、
ベ
ス
ト
を
新
調
し
、
配
布

す
る
際
に
実
活
動
数
を
把
握
す
る
と
共

に
、
子
ど
も
情
報
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

毎
年
度
末
に
更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」の
軒
数
は
、

追
加
の
み
で
転
居
や
亡
く
な
ら
れ
た
こ

と
で
空
き
家
に
な
っ
た
軒
数
は
把
握
し

て
お
ら
ず
、
旗
の
返
却
な
ど
も
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、一
定
の
期
間
ご

と
に
劣
化
す
る
旗
の
更
新
と
共
に
、
自

治
会
を
通
じ
て
再
登
録
依
頼
も
併
せ
て

実
施
し
ま
す
。

Q

A

澤　美穂
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業務委託の際の
個人情報取り扱い・保護について

　他の自治体で、業務委託先から個人情報が流出する被害が
あった。民間業者への「個人情報を含む業務」を委託する際の個
人情報漏洩防止のための対策は。

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
の

委
託
に
際
し
て
は
、
契
約
締
結

時
に
「
個
人
情
報
取
扱
特
記
事
項
」
を

取
り
交
わ
し
、
事
業
者
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
を
厳
し
く
制
限
し
、
個
人
情

報
の
保
護
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
基
本
基
準

を
定
め
、
職
員
が
遵
守
す
べ
き
事
項
を

徹
底
し
、
外
部
委
託
先
の
選
定
基
準
な

ど
も
定
め
て
い
ま
す
。
事
業
者
選
定
に

あ
た
っ
て
は
、
契
約
書
で
委
託
す
る
業

務
内
容
を
し
っ
か
り
と
明
記
し
、
他
団

体
で
の
実
績
を
確
認
す
る
な
ど
、
信
頼

の
あ
る
事
業
者
を
選
定
す
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　
機
微
な
個
人
情
報
が
詰
ま
っ
た
住
民

情
報
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
業
務
は
、
基
本

的
に
本
町
電
算
室
で
作
業
す
る
こ
と
と

し
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
を
庁
舎
外
に
持

ち
出
す
こ
と
は
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
万
が
一
の
情
報
流
出
に
備
え
て

暗
号
化
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
な

ど
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人
情
報
漏
洩
に
は
二
重
三
重
の
防
止

対
策
を
施
し
て
い
ま
す
。

Q

A

吉村　今日子

災害に強い町づくりのための防災訓練実施と
安心して避難出来る環境づくりについて

　災害発生時に住民が迷うこと無く、助け合いながら身を守る
行動を取れるように、全住民参加型の避難訓練の実施の考えは？
また、避難所を開設時の避難者の把握とペットをつれての避難に
ついて町として考えは？

先
日
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
る
に
は
、
行
政
と
住
民
が
協
働
し
連

携
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。「
全
住
民
参
加
型
の
避
難
訓
練
」

に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で

危
険
区
域
や
避
難
経
路
を
確
認
す
る
こ

と
は
家
庭
に
お
け
る
防
災
の
基
本
で
あ

り
、
避
難
訓
練
の
実
施
は
大
変
有
用
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
全
町
民
参
加
型
の
避
難
訓
練
は
出

来
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
幅
広
い

世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
気
軽
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
防
災
意
識
と
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
者
の
把
握

に
つ
い
て
は
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、情
報
管
理
し
て
い
ま
す
。次
に
、

ペ
ッ
ト
の
避
難
は
、
現
在
、
ペ
ッ
ト
用

避
難
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
「
同
行
避

難
所
」
と
し
て
指
定
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
F
S
S
35
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
を
新
た
に
指
定
す
る

予
定
を
し
て
い
ま
す
。

Q

A

奥山　一臣

一　

般　

質　

問

令
和
6
年
9
月
4
日
開
催
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災害時のトイレ設置について

　災害時のトイレ・衛生対策は最も重要な課題の一つである。ト
イレに行く回数を減らすために水分を控え健康障害を起こした
り、感染症の蔓延にもつながる。町は災害時のトイレについてど
のように考えているか。

災
害
時
ト
イ
レ
の
整
備
状
況
は

約
１
万
回
分
の
簡
易
ト
イ
レ
と

段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
約
５
０
０
個
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
接

続
型
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
三
郷
中
学

校
に
６
か
所
、三
郷
中
央
公
園
に
８
か
所
、

汲
み
取
り
型
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

三
郷
中
学
校
に
４
か
所
、
東
信
貴
ヶ
丘

自
治
会
館
横
に
４
か
所
、
三
室
第
３
児

童
公
園
に
６
か
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
、
ト
イ
レ
が

75
人
に
１
基
配
備
さ
れ
た
段
階
で
苦
情

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と
の
デ
ー
タ
か

ら
、
本
町
の
最
大
避
難
人
数
６
，６
０
５

人
を
75
人
に
換
算
す
る
と
90
基
必
要
と

な
り
、
ト
イ
レ
が
充
足
し
て
い
る
状
況

と
は
い
え
な
い
の
で
、
今
後
、
簡
易
ト

イ
レ
の
備
蓄
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
増
設
を

下
水
道
部
局
で
整
備
計
画
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
町
在
住
の
方
か
ら

「
防
災
ト
イ
レ
カ
ー
に
活
用
」
と
の
ご

意
向
で
、
そ
の
整
備
費
用
と
し
て
寄
付

を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
洋
式
ト
イ

レ
５
基
を
有
す
る
大
型
ト
イ
レ
カ
ー
の

整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q

A

神崎　静代

一　

般　

質　

問

令
和
6
年
9
月
4
日
開
催

道路環境整備ついて

本
町
で
は
、
毎
年
、
学
校
、
警

察
等
関
係
機
関
と
通
学
路
の
合

同
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
５
年

度
は
７
箇
所
の
要
対
策
箇
所
に
つ
い
て

指
摘
が
あ
り
、
対
策
を
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
は
６
月
と
８
月
に

点
検
を
実
施
し
、
指
摘
の
あ
っ
た
５
箇

所
の
要
対
策
箇
所
に
つ
い
て
、
現
在
、

関
係
者
と
対
策
を
協
議
中
で
す
。
な
お
、

平
成
30
年
度
に
は
、
全
て
の
町
道
の
路

面
状
況
調
査
を
実
施
し
、
ひ
び
割
れ
・

わ
だ
ち
掘
れ
な
ど
を
定
量
的
に
表
し
た

指
標
に
基
づ
き
優
先
順
位
を
つ
け
、
10

年
計
画
で
維
持
修
繕
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
か
ら
の
要
望
も
多
く
、

迅
速
な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
幅
の
狭
い
道
路
や
老
朽
化
し

た
道
路
が
あ
り
ま
す
。
狭
あ
い
な
道
路

へ
の
対
策
と
し
て
側
溝
蓋
の
設
置
、
電

柱
の
移
設
な
ど
は
有
効
な
対
策
で
す
が
、

側
溝
の
清
掃
が
し
づ
ら
く
、
電
柱
の
移

設
は
町
に
負
担
金
が
発
生
す
る
な
ど
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
現
在
進
め
て
い
る

道
路
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
柔
軟

に
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
、
誰
も
が
安

全
に
通
行
で
き
る
道
路
環
境
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

木口屋　修三

　町内の道幅の狭い道路は、通学の安全確保、緊急車両の通行に
支障があり、舗装が老朽して割れ、へこみで水溜りができて通行の
安全確保ができていない状況となっている。誰もが安心して通行で
きる道幅拡大など抜本的対策の道路環境整備を要望する。

三郷議会だより 第259号
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一　

般　

質　

問

令
和
6
年
9
月
4
日
開
催

友好都市、埼玉県三郷市と長野県安曇野市
との交流及び住民の旅行支援について

　三郷町の魅力をより多くの人に知ってもらうには、訪れてもら
うことが重要である。三郷町の友好都市である埼玉県三郷市・
長野県安曇野市の三市町で旅行支援を行い住民が互いの街を訪
れるための支援を行えないか？

令
和
２
年
７
月
か
ら
観
光
庁
が

実
施
し
た
旅
行
支
援
事
業

「G
o To

ト
ラ
ベ
ル
」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
大
き
く
影

響
を
受
け
た
観
光
需
要
を
喚
起
し
、
大

き
な
経
済
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

提
案
の
３
市
町
旅
行
支
援
は
、
ア
イ
デ

ア
と
し
て
は
、
友
好
都
市
３
市
町
の
魅

力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
大
変
有
効
で

あ
り
、
各
市
町
の
観
光
事
業
者
の
活
性

化
に
も
繋
が
る
取
り
組
み
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
、
３
市
町
間
で
は
、

観
光
に
携
わ
る
店
舗
数
な
ど
の
差
も
大

き
く
、
助
成
対
象
が
３
市
町
の
住
民
に

限
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
需
要
と
経
済
効

果
の
見
立
て
も
困
難
で
あ
り
、
各
市
町

の
規
模
の
違
い
か
ら
も
、
現
時
点
で
の

実
現
は
非
常
に
難
し
い
も
の
と
考
え
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
３
市

町
の
魅
力
を
住
民
に
対
し
て
積
極
的
に

発
信
す
る
た
め
、
例
年
実
施
さ
れ
て
い

る
安
曇
野
市
の
感
謝
祭
や
三
郷
市
産
業

フ
ェ
ス
タ
、
本
町
の
町
民
文
化
祭
な
ど

の
機
会
を
通
じ
て
、
友
好
都
市
の
認
知

度
を
上
げ
、
交
流
を
促
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

Q

A

南田　善紀

水道水の安全性について

　岡山県の水道、大阪府の地下水などからＰＦＡＳ（ピーファス）が
検出された。今後、奈良県広域水道企業団との水道事業の統合を
予定しているが、町として水道の水質・維持管理にどう関わるのか。

P
F
A
S
と
は
、
炭
素
と
フ
ッ

素
の
結
合
を
持
つ
有
機
化
合
物

で
、
耐
熱
性
や
耐
薬
性
に
優
れ
、
主
に

撥
水
剤
や
消
火
剤
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

な
ど
に
用
い
ら
れ
、
環
境
中
で
分
解
さ

れ
に
く
く
、
蓄
積
性
が
高
い
物
質
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
内
で
の
基
準
値
は
、
健
康
へ
の
悪

影
響
が
生
じ
な
い
と
さ
れ
る
暫
定
目
標

値
と
し
て
50　
/
ℓ
以
下
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
水
道
法
に
定

め
ら
れ
た
検
査
項
目
の
検
査
結
果
を
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
P
F
A
S
に
関
し
て
は
検
査
項

目
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
際
に
は
個
別
に
説
明
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
町
に
お
け
る
今

年
6
月
の
検
査
結
果
は
４　

/
ℓ
で
、

暫
定
目
標
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
7
年
4
月
か
ら
奈
良
県

広
域
水
道
企
業
団
と
し
て
水
道
事
業
を

統
合
し
、
水
質
の
検
査
機
関
も
同
一
組

織
と
な
る
予
定
で
す
が
、今
後
も
安
全
・

安
心
な
水
道
水
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q

A

南　真紀

ng

ng
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一　

般　

質　

問

　本町では、「三郷町美しく住みよいまちづくり条例」により、ポイ
捨て防止には一定の効果があるものの、歩きたばこなどによっ
て町内の駅周辺などでたばこの吸い殻などの散乱が見られる。
このような問題を防止するための条例を制定してはどうか。

歩きたばこ及び路上喫煙の防止に
係る条例等の制定について

歩
き
た
ば
こ
及
び
路
上
喫
煙
の

防
止
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
多

く
の
自
治
体
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
条
例
制
定
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、「
三
郷
町
美
し
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
施
行
し
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
を
含
む
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
、
協
働
し
て
美
し

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、一
部
の
人
に
よ
り
町
内
の
駅

周
辺
や
公
園
・
道
路
・
側
溝
・
田
畑
な

ど
で
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
を
ポ
イ

捨
て
す
る
行
為
が
散
見
さ
れ
る
の
は
事

実
で
あ
り
ま
す
。

　
議
員
ご
指
摘
の
地
域
環
境
や
健
康
被

害
の
問
題
、
火
災
や
火
傷
な
ど
の
危
険

を
伴
う
問
題
を
勘
案
い
た
し
ま
す
と
、

マ
ナ
ー
・
モ
ラ
ル
の
向
上
が
充
分
に
図

ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

検
討
を
重
ね
、
新
た
な
条
例
・
規
則
を

制
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

　　　圭一

議会Topics!

県議会議員が
亀の瀬隧道を視察
　奈良県議会 建設委員会の皆さまが、日本遺
産に登録された亀の瀬隧道を視察しました。

県営水道一体化について
勉強会を開催しました
　令和 7 年 4 月から本格的に稼働する広域水
道企業団との水道事業の一体化について、勉
強会を開催しました。

三郷議会だより 第259号
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常
任
委
員
会
の
主
な
報
告

議
案
第
47
号

令
和
６
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

〜
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

民
営
委
託
に
つ
い
て
〜

※

３
ペ
ー
ジ
に
概
要
の
説
明
を
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

11
月
に
事
業
者
の
選
定
と
契

約
を
行
い
、12
月
に
保
護
者
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、民
間
委

託
に
な
っ
た
場
合
の
変
更
点
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

A Q
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て現
在
５
千
円
の
育
成
料
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

A Q
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
え

る
予
算
に
対
し
、
保
護
者
の

負
担
は
増
え
る
の
か

現
在
の
待
遇
を
下
回
ら
ず
、雇

用
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
引
き

継
ぎ
ま
す
。

A Q
委
託
後
の
指
導
員
の
雇
用
待

遇
に
つ
い
て

ク
ラ
ス
の
配
置
基
準
は
定
員

40
名
に
対
し
、研
修
を
受
け
た

資
格
者
を
２
名
と
定
め
て
お
り
、現

在
は
特
別
支
援
が
必
要
な
児
童
を

考
慮
し
、パ
ー
ト
職
員
を
加
え
た
３

名
の
体
制
で
運
営
し
て
い
ま
す
。委

託
後
も
人
員
配
置
に
変
更
が
な
い
よ

う
条
件
を
設
定
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、体
制
と
し
て
、現
在
、三
郷

小
学
校・三
郷
北
小
学
校
の
２
施
設

を
管
理
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
て
い
ま
す
が
、民
間
業
者
選

定
の
条
件
と
し
て
、新
た
に
地
域
を

統
括
す
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

加
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
委
託
業
者
と
の
連
絡
指
導

体
制
に
つ
い
て
は
今
後
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

A Q
支
援
員
の
配
置
基
準
、
体
制

に
つ
い
て

議
案
第
57
号

三
郷
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

同
セ
ン
タ
ー
は
、昭
和
59
年
に

開
館
し
、平
成
２
年
か
ら
温
泉

を
設
置
し
ま
し
た
が
、経
年
劣
化
の

QA

影
響
で
配
管
な
ど
の
修
繕
に
多
額
の

経
費
を
要
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、高

齢
者
憩
い
の
場
と
し
て
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、現

在
の
利
用
者
数
は
１
日
当
た
り
20
名

ほ
ど
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
そ
の
費
用
対
効

果
を
含
め
、今
後
の
運
営
継
続
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
を

重
ね
た
結
果
、令
和
７
年
３
月
を

も
っ
て
温
泉
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
現
在
、温
泉
受
付
業
務
を
就
労
支

援
施
設
に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、代

替
業
務
委
託
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、温
泉
廃
止
の
周
知
に
つ
い

て
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

よ
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
浴
施

設
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
67
号

負
担
付
き
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

大
型
ト
イ
レ
カ
ー
購
入
費
用

と
し
て
、町
内
在
住
の
方
か
ら

寄
附
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
カ
ー
の
概
要
は
、11
ペ
ー

ジ
左
上
の
図
面
の
と
お
り
、大
便
器

QA
災
害
時
に
使
用
す
る
大
型
ト

イ
レ
カ
ー
に
つ
い
て

常任委員会の
主な報告
常任委員会の
主な報告
常任委員会の
主な報告

総務建設常任委員会
▶ 開会日 令和６年9月5日（木）～6日（金）
　　　　　午前９時３０分～
文教厚生常任委員会
▶ 開会日 令和６年9月１0日（火）
　　　　　午前９時３０分～

諮
問
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
適
任
）

同
意
第
１
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

氏　
　
名　
高
田　
峻 

氏

氏　
　
名　
山
本　
訓
世 

氏

が
男
女
別
に
そ
れ
ぞ
れ
２
基
ず
つ
あ

り
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
対
応
し
た
個

室
を
設
け
て
い
ま
す
。ま
た
車
両
後

部
に
車
椅
子
対
応
の
乗
降
リ
フ
ト
を

備
え
、女
性
や
災
害
弱
者
へ
の
配
慮

も
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
注
生
産
の
た
め
、納
車
時
期
は
来

年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、平
常
時
の
車
両
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
、万
が

　
一
、町
外
に
お
け
る
災
害
な
ど
で
、当

該
車
両
使
用
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三郷議会だより 第259号
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議 会 の う ご き

常
任
委
員
会
の
主
な
報
告

Q
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
の
利
用
者

数
は
、今
年
度
が
３
万
３
，８
６

２
人
で
、昨
年
度
の
５
万
２
，８
９
０

人
か
ら
約
２
万
人
の
減
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、今
年
度
か
ら
、町
外
利

用
者
の
料
金
を
町
内
利
用
者
よ
り
割

高
に
設
定
し
た
た
め
に
利
用
者
数
の

減
に
繋
が
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま

す
が
、利
用
料
金
の
総
収
入
は
昨
年

度
と
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
夏
は
、特
に
子
ど
も
用
の

小
さ
な
プ
ー
ル
の
水
温
上
昇
が
著
し

か
っ
た
た
め
、高
温
時
の
対
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

A
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
の
利
用
状

況
及
び
プ
ー
ル
の
水
温
調
整

に
つ
い
て

近
鉄
勢
野
北
口
駅
付
近
の
近
鉄
跨
線
橋

勢
野
東
補
修
工
事
に
つ
い
て

大
型
ト
イ
レ
カ
ー
購
入
費
用

と
し
て
、町
内
在
住
の
方
か
ら

寄
附
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
カ
ー
の
概
要
は
、11
ペ
ー

ジ
左
上
の
図
面
の
と
お
り
、大
便
器

付
託
案
件
以
外
の
質
問

町
か
ら
の
報
告

4
日

5
日
〜
6
日

9
日

10
日

13
日

19
日

第
３
回
定
例
会
本
会
議

総
務
建
設
常
任
委
員
会

上
下
水
道
特
別
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会・本
会
議

例
月
現
金
出
納
検
査

9
月

10
日

15
日
〜
16
日

18
日

22
日

23
日

24
日

公
の
施
設
指
定
管
理
者
監
査

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

議
長
会
視
察
研
修

生
駒
郡
町
議
会
議
長
会

例
月
現
金
出
納
検
査

全
員
協
議
会

奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

全
議
員
研
修
会

北
葛
城
郡・生
駒
郡

町
議
会
議
員
合
同
研
修
会

10
月

が
男
女
別
に
そ
れ
ぞ
れ
２
基
ず
つ
あ

り
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
対
応
し
た
個

室
を
設
け
て
い
ま
す
。ま
た
車
両
後

部
に
車
椅
子
対
応
の
乗
降
リ
フ
ト
を

備
え
、女
性
や
災
害
弱
者
へ
の
配
慮

も
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
注
生
産
の
た
め
、納
車
時
期
は
来

▶
大
型
ト
イ
レ
カ
ー（
上
）図
面（
下
）イ
メ
ー
ジ

年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、平
常
時
の
車
両
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
、万
が

　
一
、町
外
に
お
け
る
災
害
な
ど
で
、当

該
車
両
使
用
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
該
跨
線
橋
の
工
事
に
つ
い
て
は
、

近
鉄
へ
施
工
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
橋

梁
の
主
要
な
部
材
で
あ
る
デ
ッ
キ
プ

レ
ー
ト
の
腐
食
が
著
し
く
、
当
初
予

定
し
て
い
た
施
工
内
容
で
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
９
月
時

点
で
工
事
は
休
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
住
民
の
方
に
と
っ
て
、
こ
の
跨

線
橋
は
重
要
な
歩
行
者
動
線
で
あ
り
、

　
一
日
も
早
い
工
事
完
了
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
速
や
か
な
工
事

再
開
に
向
け
て
、
現
在
、
近
鉄
と
修

正
設
計
の
最
終
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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令和６年第3回（9月）定例会　審議結果　

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和６年度三郷町一般会計補正予算（第２号）の専決処分について 原案承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和５年度三郷町一般会計、特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定  ×  × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和５年度三郷町下水道事業会計決算の認定について 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和５年度三郷町水道事業会計決算の認定について 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和６年度三郷町一般会計補正予算（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和６年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和６年度三郷町し尿浄化槽管理特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和６年度三郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和６年度三郷町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和６年度三郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和５年度三郷町水道事業会計に係る資本剰余金の処分について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和５年度三郷町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

三郷町防災基金条例の制定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例等の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

三郷町福祉保健センターの設置等に関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

三郷町国民健康保険条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

奈良県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和５年度ごみ中継施設建設工事請負変更契約の締結について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和５年度（繰）三郷中学校屋内運動場等空調設備工事請負契約の締結について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

三郷町道路線の認定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

奈良県広域水道企業団の設立に関する協議について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

奈良広域水質検査センター組合規約の変更について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

奈良広域水質検査センター組合の解散について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

奈良広域水質検査センター組合の解散に伴う財産処分について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

負担付き寄附の受納について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

令和５年度惣持寺地区調整池整備附帯工事請負契約の契約金額変更に
係る専決処分の報告について    

報　告　受　理

令和５年度三郷町の財政の健全化判断比率について    報　告　受　理

令和５年度三郷町下水道事業会計に係る資金不足比率について    報　告　受　理

令和５年度三郷町水道事業会計に係る資金不足比率について    報　告　受　理

三郷町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検
及び評価の結果について    

報　告　受　理

公益財団法人三郷町文化振興財団の経営状況について    報　告　受　理

損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について    報　告　受　理

令和５年度ふるさと寄附金について    報　告　受　理

寄附の受け入れについて    報　告　受　理
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